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市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯、のっぷいの館指定管理者募集要項

市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯、のっぷいの館の管理運営業務を効果的かつ効率的に実施するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項、市川三郷町みはらしの丘・のっぷいの館設置及び管理に関する条例（平成１７年市川三郷町条例第１７６号。以下、「のっぷいの館条例」という。）第３条第２項及び市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯設置及び管理に関する条例（平成１７年市川三郷町条例第１７７号。以下、「みたまの湯条例」という。）第３条第２項の規定に基づき、以下のとおり指定管理者の候補者を募集します。

１．公募する施設の概要等

　（１）名称

　　　　市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯、のっぷいの館

（２）所在地

山梨県西八代郡市川三郷町大塚２，６０８番地

　（３）施設の沿革

　　　　平成１６年７月１６日　開館

　　　　平成１７年１２月２８日　施設のリニューアル整備

　　　　平成１８年８月７日　施設のリニューアル整備

　　　　平成２４年１１月　施設大規模改修

　　　　令和４年１１月　空調設備リニューアル整備

（４）施設の範囲等

①敷地面積　　１２，３０２㎡

②主要建物面積

みたまの湯　　延床面積　　１，０３６．５５㎡

建築面積　　１，１２８．９８㎡（露天風呂面積除く。）
　　　　のっぷいの館　延床面積　　　　７６０．５７㎡

建築面積　　　　８３７．３２㎡

合計延床面積　　　　　　　１，７９７．１２㎡

合計建築面積　　　　　　　１，９６６．３０㎡（露天風呂面積除く。）
　　　　みたまの湯露天風呂面積　　　　２５０．００㎡

駐車場・駐輪場スペース　　５，３００．００㎡

メンテナンススペース　　　　　４００．００㎡

イベントスペース(インターロッキング)

　　３００．００㎡

　　　　周辺緑地スペース　　　　　１，８６６．８４㎡（法面分除く。)

③建物構造

みたまの湯・・・鉄筋コンクリート平屋建、地下機械室・ピット・排水槽

のっぷいの館・・鉄骨平屋建

④附属構造物

周辺街灯・・・・駐車場内及び町道沿い水銀灯

２．管理運営の基本方針

　　指定管理者は、以下の基本方針に基づいて管理運営を行うこととします。

　　○農業・農村、産業・文化の振興、住民生活の改善及び地域の活性化を図る。

　　○町民の健康及び福祉増進ならびに町の活性化を図る。

３．指定管理者が行う管理の基準

　　管理運営を行うに当たっての基本的事項は次のとおりです。

　（１）休館日

　　　　のっぷいの館条例第６条第２号、みたまの湯条例第６条第２号の規定に基づき、　別に定めます。

　　　　なお、指定管理者は、町の承認を受けて、臨時に休業日以外の日に休業することができます。

　（２）開館時間

　　　　午前１０時から午後１１時までとします。

　（３）個人情報の取り扱い

　　　　　　指定管理者は、管理運営を通じて取得した個人に関する情報を保護するため、別途締結する協定で定める措置を講ずる必要があります。

　（４）情報公開

　　　　管理業務を通じて取り扱う文書（電子データ、写真等も含む）の情報公開については、別途締結する協定で定める措置を講ずる必要があります。

　（５）関係法令等の遵守

　　　　指定管理者は、市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯、のっぷいの館の管理運営を行うに当たっては、関係法令、関係条例等を遵守する必要があります。

４．指定管理者が行う業務の範囲等

　（１）業務の範囲

　　　　指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとします。

　　　　①のっぷいの館条例第４条第１項に基づく使用の承認に関する業務

　　　　　　建物管理及び会議室、研修室、調理実習室等の申込受付と使用承諾等

　　　　②みたまの湯条例第４条第１項に基づく利用の承認に関する業務

　　　　　　建物管理、浴室及び設備管理、入館料の徴収等

　　　　③施設及び設備器具の維持保全に関する業務

　　　　　　「１．公募する施設の概要等（４）施設の範囲」で示した建物管理及び設備管理、敷地内設備等維持管理

　　　　④前各号に掲げるもののほか、町が必要と認める業務

　（２）自主事業の実施

　　　　市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯、のっぷいの館の設置目的に合致し、か
つ管理運営業務の実施を妨げない範囲において、指定管理者の責任により自主事
業を実施することができます。
　　　　なお、以下の事業については町が農業・農村、産業・文化の振興、住民生活の

改善及び地域の活性化を目的として、特に指定管理者に企画提案を求める事業で

す。

　　　　①レストラン運営事業

　　　　　地元農産物を使ったメニューを積極的に取り入れたレストランの運営

②農産物直売所

　地元農家が生産した農作物や果実等を販売

③イベント運営事業

　　　　　　　　　　地域の活性化を目的としたイベントの実施

　　　　　　　　　例：みたまの湯周辺の農地にて収穫体験ツアーを開催など

　（３）指定管理者と町の責任分担

指定管理者と町の責任分担は、次の表のとおりとします。

　　　　ただし、表に定める事柄に疑義がある場合、又は定めのない事柄については、指定管理者と町が協議して定めることとします。

	項　　　　　目
	指定管理者
	町

	施設の管理運営

（施設の利用、案内、警備、苦情対応、安全衛生管理等）
	〇
	

	施設の維持管理

（施設の保守点検、設備の法定点検等、清掃、

光熱水費等の支払、消耗品管理、樹木・植栽等の管理）
	〇
	

	物価変動
	人件費、物品費等物価変動に伴う経費の増
	〇
	

	金利変動
	金利変動に伴う経費の増
	〇
	

	法令等の変更
	施設の管理運営に影響を及ぼす変更
	
	〇

	税制度の変更
	施設の管理運営に影響を及ぼす変更
	
	〇

	施設周辺住民及び施設利用者への対応
	施設の管理運営に対する住民及び施設利用者からの苦情・要望等への対応
	〇
	

	
	上記以外の場合
	
	〇

	不可抗力
	不可抗力（地震、落雷、暴風雨、洪水、戦争、テロ、暴動その他町及び指定管理者の責めに帰することのできない事由（第三者の行為も含む））の発生に起因する施設、設備の修復による経費の増加及び業務履行不能
	
	〇

	施設設備の維持

管理
	修繕
	１件１００万円未満
	〇
	

	
	
	１件１００万円以上
	
	〇

	備品の維持管理
	修繕
	１件１００万円未満
	〇
	

	
	
	１件１００万円以上
	
	〇

	
	更新
	指定管理者が希望する場合
	〇
	

	
	
	上記以外の場合
	
	〇

	
	新規購入
	指定管理者が希望する場合
	〇
	

	
	
	上記以外の場合
	
	〇

	政治、行政上の理由による事業の変更
	政治、行政上の理由から、施設の管理運営の継続に支障が生じた場合、又は業務の内容の変更を余儀なくされた場合の経費の増
	
	〇

	利用者や第三者への賠償
	指定管理者として注意義務を怠った場合
	〇
	

	
	上記以外の場合
	
	〇

	保険の付与
	施設の火災保険
	
	〇

	
	施設賠償責任保険
	〇
	

	
	自動車保険
	〇
	

	災害時対応
	入館者の安全確保、従業員等の待機態勢の確保、被害調査、報告、応急措置等
	〇
	

	
	上記の対応に対する指示等
	
	〇

	災害復旧（復旧工事）
	
	〇

	事故・災害等による施設等の修繕
	指定管理者として注意義務を怠った場合
	〇
	

	
	上記以外の場合
	
	〇

	統括的管理責任
	
	〇


　　　

（注）各項目の区分に応じ、○が責任を追う。

※指定管理者の故意・過失、協定書・契約書等に定められた管理を怠ったことによる毀損・滅失は、金額の多寡に関わらず指定管理者が購入・修繕等を行う。

※指定管理者が施設・設備の改修等を行った場合、指定管理者は当該資産の所有　　　　　　　権の放棄又は現状復帰する。

　　※指定管理者が購入した備品については、原則として指定管理者に帰属する。

　　※利用者に係る保険は、次のとおり指定管理者が加入するものとする。

　　　①加入する賠償責任保険

　　　　町と指定管理者双方が被保険者となる賠償責任保険とする。

　　　②保険の内容

　　　　対人賠償　　１名につき　　１００，０００千円以上

　　　　　　　　　　１事故につき　３００，０００千円以上

　　　　対物賠償　　１事故につき　１００，０００千円以上

５．指定管理者の指定期間

　　指定期間は、令和７年４月１日～令和１２年３月３１日の５年間を予定しています。この期間は、市川三郷町議会議決後、正式に指定期間となります。

６．利用料金等収入

市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯を利用する者が納付する利用料金は、指定管理者の収入となります。市川三郷町みはらしの丘・のっぷいの館の会議室、調理実習室等を使用する者が納付する使用料は、町の収入となります。

また、市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯の利用料金の額は、みたまの湯条例で定める額の範囲において、町長の承認を受けて指定管理者が定めます。

７．指定管理料と町への納付金

（１）町から指定管理料の支払いは行いません。

指定管理者は、施設の管理運営について利用料金収入をもって充てることとします。

　　　管理運営費用に不足が生じた場合も、町からの補填は行いません。

（２）指定管理者は、入湯税の納税のほか自主事業の積極的な実施により得られる利益の一部について、町へ納付していただく提案を求めます。

なお、応募に際しては、以下の算出方法による金額以上の額としての提案とします。施設設備の維持管理や整備に充てるため、算定の根拠は、固定資産の減価償却費相当の半額程度とします。

※　納付金の計画については、自主事業計画（様式第２－２号）に記載することとします。

減価償却費算定式：

資産再取得価格／年×物価上昇率×１／２＝　752,500千円÷47年×1.25×1／2≒10,000千円

参考；過去１０年間の平均年間入館者数237,504人

８．応募者の資格等

（１）応募者の資格は、山梨県内に本社等を置く又は置こうとする法人その他の団体であって、次のいずれかに該当しないものとします。

　　　①地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当するもの

　　　②山梨県及び市川三郷町から指名停止措置を受けているもの

　　　③県税、法人税、消費税等を滞納しているもの

　　　④会社更生法、民事再生法等による手続きを行っているもの

⑤暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団及びその利益となる活動を行う者

⑥本指定管理者の選定を行う選定委員の属する法人等

　（２）複数の団体がグループを構成して応募する場合（以下「グループ応募」という。）

　　　は、代表団体を定めてください。

この場合、代表団体は、山梨県内に本社等を置く又は置こうとする法人その他

　　 の団体で、グループにおける責任割合が最大であることが必要です。

（３）単独で応募した団体はグループ応募の構成員となること及びグループ応募の構

成員である団体が他のグループ応募の構成員となることはできません。

９．応募書類

（１）指定申請書（様式第１号）

（２）事業計画書（様式第２号）

　　　①管理運営に当たっての基本方針

　　　　　条例に規定する設置目的に沿って、施設の機能をより効果的に発揮するための実施事業、施設の管理、経営理念等について基本方針を示してください。

　　　　②管理運営に関する事項

　　　　　施設の管理手法の具体的内容を記載してください。

　　　　　ア）施設の利用促進

　　　　　　　利用者の増加を図るための具体的手法及び期待される効果

　　　　　イ）利用施設の運営

　　　　　　　利用料金設定、開館時間、休館日の設定、職員体制などの考え方

　　　　　ウ）サービスの向上

　　　　　　　利用者サービスの向上を図るための具体的手法及び期待される効果

　　　　　エ）施設の維持管理

施設の維持管理全般に対する考え方、維持管理の実績、設備の保守管理計画、備品、緑地、清掃、衛生などの管理計画、外部委託の予定

オ）保守・リスクの対応

　　安全管理体制、事故発生時の対応、避難誘導体制、防災訓練の計画、災害時の対応

カ）平等な利用の確保

　　平等な利用を図るための具体的手法

キ）経営の管理

　　　　　　　組織管理、人材育成、職員研修、個人情報保護の取り扱い、情報管理などの考え方

　（３）自主事業計画（収益施設の運営業務を含む。）（様式第２－２号）

自主事業に関する考え方、実施時期、実施内容などを記載してください。

収益施設の運営を行う場合には、利用者サービス向上のための内容を記載してください。

（４）収支計画書（様式第３号）

　　　年度毎に収支計画を作成してください。具体的な積算内訳を添付してください。

　　　　収益施設の運営を行う場合であって収益の一部を本体施設の業務経費へ充当する場合は、その計画額も記入してください。

　　　　自主事業に関する収支計画は、自主事業等収支計画書（様式第３－２号）を作成してください。

　（５）実施体制表（様式第４号）

　　　　施設を運営していく上での組織図を示してください。

　　　　また、組織図に記載された職員全ての雇用関係、勤務体制(勤務時間・休日設定など)を明示してください。

　（６）グループ応募の場合における各団体の役割、責任分担に関する事項（様式第５号）

　（７）付属書類

①団体の概要（様式第６号）

②協定内容案

③ハード・ソフト等実績事例

④法人の過去３年間決算書

⑤定款

⑥法人登記簿謄本

⑦県税、法人税、消費税の滞納がない証明書

⑧会社概要

（８）提出部数　１１部

（正本１部、副本１０部（コピー可）、電子データ化したものを１部（ＰＤＦファイル形式とします。））

　（９）留意事項

①提出された書類に虚偽又は不正があった場合は失格とします。

②提出された書類の内容を変更することはできません。

③提出された書類は返却しません。

④応募に関して必要となる経費は応募者の負担とします。

⑤現地説明会は実施しません。

　　　　⑥審査の公平を期すため、応募書類の副本１０部は会社名等の表示や提出者が特定される表現は黒塗りで消すこと。

１０．応募の手続き

　（１）応募書類の提出方法

　　　　応募書類の提出は持参とします。

　（２）応募書類の提出場所

〒４０９－３６０１

山梨県西八代郡市川三郷町市川大門１７９０－３

市川三郷町政策推進課政策推進係

ＴＥＬ：０５５－２７２－１１０３／ＦＡＸ：０５５－２７２－２５２５

Ｅ-mail：seisaku@town.ichikawamisato.lg.jp
（３）応募書類の受付期間

令和６年１０月４日（金）～　令和６年１１月５日（火）

（４）応募書類の受付時間

　　　平日の午前９時から午後５時までとします。

（５）募集に関する質問

質問事項は様式第８号を使用し、（２）の応募書類の提出先にて書面（FAX可）及びメールにて受け付けます。FAX及びメール送信後電話連絡をお願いします。
　【質疑受付期間】令和６年１０月１１日（金）～　令和６年１０月２５日（金）

　　※質疑の回答は、令和６年１０月３０日（水）町ホームページ内で公表します。

１１．指定管理者の候補者の選定

　（１）指定管理者の候補者は、のっぷいの館条例第３条第２項、みたまの湯条例第３条第２項の規定に基づき、次の選定基準により町が選定します。

①町民の平等な利用が確保されること。

②事業計画書の内容が、施設の効用を最大限に発揮するものであること。

　　　③事業計画書に沿った管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しており、又は確保できる見込みがあること。

　　　④収支計画書の内容が、施設の管理経費の縮減が図られるものであること。

（２）応募者の審査は、町が設置する指定管理者選定審査会（以下「選定審査会」という。）が行います。

なお、選定審査会は非公開とします。

　（３）審査の基準（審査項目及び審査配点）は次のとおりです。

	選定基準
	審査項目
	配点

	①　施設の管理運営方針等の総合的な事項
	ア　施設の設置目的及び町が示した管理の方針
	１０

	
	イ　収支計画の内容、的確性及び実現の可能性
	

	②　町民の平等な利用が確保されること
	ア　利用者の平等な利用の確保
	５

	③　事業計画書の内容が施設の効用を最大限に発揮できるものであること
	ア　利用者の増加を図るための具体的手法及び期待される効果
	４０

	
	イ　サービスの向上を図るための具体的手法及び期待される効果
	

	④　事業計画書に沿った管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しており、又は確保できる見込みであること
	ア　安定的な運営が可能となる人的能力
	２０

	
	イ　安定的な運営が可能となる経理的基盤
	

	⑤　独自提案
	ア　利益の町への還元

イ　地域農業・商工業振興への取り組み
	２５


　（４）審査は、提出された事業計画書等により一次審査（資格審査）を行った後、

　　　通過者については、二次審査（提案内容の審査及びプレゼンテーション等）を

　　　行います。

通過者によるプレゼンテーションは１１月１８日（月）午後１時３０分から　　開催予定です。

（５）一次審査の結果は、１１月５日頃までに文書で通知します。また、二次審査の結果は、１１月２５日（月）文書で発送します。

（６）選定結果は、指定管理者の指定後まで開示できません。

１２．指定管理者の候補者選定後の手続き等

（１）候補者との協議

　　　候補者と管理運営の業務の細目について協議を行い、協議が整った場合には、この内容を仮協定（確認書）として締結します。

　　　この場合、必要に応じて候補者の提案に対し、提案内容の趣旨を変更しない　範囲において修正を求めることができることとし、候補者はこの求めに対し協議に応じなければなりません。

　　　候補者と協議が整わない場合は、選定審査会において次点となった応募者を　指定管理者の候補者として協議を行います。

（２）指定管理者との協定締結

　　　指定管理者の指定に関する事項について議会で議決を経て指定管理者として指定するとともに、指定管理者とは、基本的な管理事項を定めた「基本協定」を締結します。

１３．指定管理者の指定

のっぷいの館条例第３条第２項、みたまの湯条例第３条第２項の規定に基づき、指定管理者の候補者を議会の議決を経て指定管理者に指定します。

１４．事業の継続が困難となった場合の措置

　（１）指定管理者の責めに帰すべき事由による場合

指定管理者の責めに帰すべき事由により業務の継続が困難になった場合は、　町は指定の取り消しをすることができるものとします。その場合は、町に生じた　損害は、指定管理者が賠償するものとします。

なお、次期指定管理者が円滑かつ支障なく、本施設の管理運営業務を遂行できるよう、引継ぎを行うものとします。

（２）当事者の責めに帰すことができない事由による場合

　　　　不可抗力等、町及び指定管理者双方の責めに帰すことができない事由により　業務の継続が困難になった場合、事業継続の可否について協議するものとします。一定期間内に協議が整わない時には、それぞれ事前に書面で通知することにより協定を解除できるものとします。

なお、次期指定管理者が円滑かつ支障なく、本施設の管理運営業務を遂行できるよう、引継ぎを行うものとします。

１５．留意事項

（１）指定管理者が指定管理者として業務を開始する前において、財政状況の悪化等により事業の履行が確実でないと認められるとき、又は社会的信用を著しく損なうなど指定管理者としてふさわしくないと認められるときは、指定管理者の指定を取り消し、協定を締結しない又は協定を解除することがあります。

（２）新たに法人等を設立する場合、あるいは本社等を置く場合には、市川三郷町議会における指定管理者の指定の議決までに、法人登記簿謄本又は法務局登記官の受領書を提出してください。

（３）応募者は、選考審査委員に対し、本件応募についての接触を禁じます。接触の事実が認められた場合には、失格になることがあります。

１６．問い合わせ先

〒４０９－３６１２

山梨県西八代郡市川三郷町上野２７１４－２

市川三郷町役場産業振興課観光係
　　　ＴＥＬ　０５５－２４０－４１５７

　　ＦＡＸ　０５５－２４０－４１５４

Ｅ-mail：syoko@town.ichikawamisato.lg.jp
市川三郷町みはらしの丘・みたまの湯、のっぷいの館
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